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2 監　事 佐々木明敏 男

理事・監事 評議員

一般財団法人遠野市教育文化振興財団　役員名簿

1



第 43 年次（平成 26 年度）事業報告 

１ 教育文化事業 

（１）顕賞事業 

当財団の主要事業の１つである顕賞式については、昨年度に引き続き新年交賀会とは別の日に

開催し、教育、文化、スポーツ等の各分野ですばらしい実績を収めた者に対して「教育文化奨励

賞」等を授与した。 

・日時  平成27年２月14日（土） 午後 1時 30分 

・会場  あえりあ遠野 交流ホール 

・被顕賞者  

名  称 
一般の部 児童・生徒の部 計 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 

教育文化特別賞 １ １ 

教育文化特別奨励賞 文化活動部門 

体育活動部門 ３ ３ 

教育文化奨励賞 文化活動部門 ２ 19 ３ 21 ３ 

教育活動部門 １ １ 

体育活動部門 32 18 32 18 

社会活動部門 １ １ １ １ 

合  計 ３ ２ 54 22 57 24 

（２）教育文化事業の共催・後援 

   共催・後援を行った催し物は次のとおり。 

開催年月日 区分 名 称 

平26年 

４月28日(月) 共催 狂言風オペラ2014モーツァルト「ドン・ジョヴァンニ」遠野公演 

５月８日(木) 後援 岩手大学合唱団サマーコンサート 

８月31日(日) 後援 第32回日本ふるさと遠野じんぎすかんマラソン 

10月13日(月) 後援 スターダンサーズ・バレエ団「白鳥の湖&くるみ割り人形」 

10月19日(日) 共催 第９回遠野市民芸術祭合同茶会 

11月１日(土)～

２日(日) 

共催 第９回遠野市民芸術祭舞台合同発表会・総合展示会・菊花展 

11月24日(月)～

30日(日) 

共催 「第13回絵で伝えよう！わたしの町のたからもの」絵画展 

12月７日(日) 後援 第14回遠野一輪車クラブ発表会 

平27年 

１月17日(土) 共催 地域で子どもを育てる活動発表会 

２月16日(月) 後援 Masayo with Great Latin Trio Live 

２月21日(土)～

22日(日) 

共催 第40回遠野物語ファンタジー「でんでらぱらだいす」公演 

３月９日(月) 共催 さだまさし 東日本大震災復興支援コンサート 

３月22日(日) 共催 遠野物語ファンタジー40周年記念式典及び祝賀会 

（３）広報活動 
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  ア 新財団の設立趣旨及び事業概要を広く市民に周知するため、広報を発行し全戸配布した。 

   広報発行 ２回 （６月、２月） 

  イ ホームページやフェイスブックにて随時情報発信をして、活動を広くＰＲした。 

（４）書籍販売 

   書籍の販売の実績は次表のとおり。 (単価：円、冊) 

書籍名 販売単価 販売冊数 販売収入 

山奈宗真 @ 600、800 ８ 6,000 

遠野史叢 @ 950 ５ 4,750 

早池峰妙泉寺文書 @ 4,500 14 63,000 

佐々木喜善小伝 @ 1,000 １ 1,000 

遠野人工藤千蔵 @ 2,800 0 0 

２ 国際交流事業 

（１）普及啓発事業 

   国際交流事業について市民の理解を深めるため、ホームページやフェイスブックに随時情報を掲載し、

継続して啓発活動を行った。 

（２）国際理解事業 

   青年海外協力協会（JOCA）の連携協力を得て、講座等を開催したり、幼児から小学生を対象とした英

会話教室を通じて、市民が国際理解を深める機会を提供した。 

ア 国際理解講座 

遠野にいながら他の国について身近に感じられるように、知識面だけでなく、料理なども取り入れ

て学ぶ講座を５月から隔月開催（計６回）した。 

イ キッズワールドクラブ 

本格的に英語を学習する前の段階で、楽しく英語に触れることにより英語に対する抵抗感をなくす

とともに、異文化理解の心を育むことを目的に、幼児と小学生を対象とした英語に親しむ教室を開催

した。 

・開催時期：６月～12月 各コース月１回  

・開催場所：市民センター内会議室 

・対象とコース：①幼児(年中、年長）、②小学１、２年生、③小学３、４年生 

④小学５、６年生コース

・内容：英語を使用したゲームや絵本の読み聞かせなど 

（３）在住外国人支援事業 

   日本語教室を４月から２月まで延べ12回(月２回予定)開催した。 

（４）中学生海外派遣交流事業 

   アメリカ・テネシー州・チャタヌーガ市に中学生を派遣した。 

  ア 派遣期間：平成27年１月 9日～19日（９泊11日） 

  イ 派遣先：ＣＳＬＡ校 

  ウ 派遣数：中学２年生：生徒９名、引率者：３名（事務局2、中学校教諭） 

（５）姉妹都市交流事業 

   姉妹都市締結30周年を記念して、６月25日(水)～７月２日（水）の日程で、イタリア・サレルノ市

@800円×6=4,800円 
@600円×2=1,200円 
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訪問ツアーを実施し、現地での公式セレモニーやサレルノ体感ツアーなどにより姉妹都市交流の意義と

「絆」を深めた。 

  ア Ａコース（サレルノ訪問とローマ６日間） ９ 名 

  イ Ｂコース（サレルノ訪問と南イタリア８日間）  11 名 

  ウ Ｃコース（サレルノ訪問とイタリア縦断８日間） 31 名(スイスコースの２名含む) 

３ 生涯学習事業（市受託事業） 

  市から委託を受けている生涯学習事業については、契約内容に沿って着実に実施した。 

  主なものは次のとおりである。 

（１） 生涯学習のまちづくり推進事業 

郷土理解講座、パソコン講座、手作り講座などの講座を開催したり、毎月、広報とおの「学びのい

ずみ」への原稿提供をし、生涯学習講座等の参加者募集を行った。 

（２） 青少年活動サポート事業 

少年少女ふるさと発見探偵団や少年少女囲碁・将棋教室などを行い、青少年の健全育成を推進した。 

（３） 社会教育団体活動支援 

遠野ユネスコ協会の事業を推進するため、協会の事務支援を行った。 

４ 芸術振興事業（市受託事業） 

  市から委託を受けている芸術振興事業については、契約内容に沿って着実に実施した。 

  主なものは次のとおりである。 

（１） 公演事業 

狂言風オペラ2014モーツァルト「ドン・ジョヴァンニ」遠野公演、岩手県青少年劇場及び栗コーダ

ーカルテット公演等を行った。 

（２） 遠野市民芸術祭 

第９回遠野市民芸術祭合同茶会及び遠野市民芸術祭を実行委員会方式により行った。 

（３） 遠野少年少女合唱隊第25回発表会 

（４） 遠野市民センターバレエスタジオ第37回発表会 

（５） 市民の舞台遠野物語ファンタジー 

 遠野物語ファンタジー制作委員会主催による第 40 回市民の舞台遠野物語ファンタジー旗揚げ会及

び第 40 回市民の舞台遠野物語ファンタジー公演、打ち上げ会、40 周年記念式典並びに祝賀会を事務

局として行った。 

５ 事業実績一覧表 

事業

区分 
事業名 詳細事業名 開催日・場所 内   容 

教
育
文
化
事
業

教育文化事業の

共催・後援 

わたしの町のた

からもの」絵画展

共催 

第９回遠野市民

芸術祭共催 等 

11/24～11/30 

市民センター 

10/19、11/1、

11/2 

市民センター 

 遠野ユネスコ絵画展等８事業の共催、遠

野市民芸術祭等５事業の後援を行った。 

合同茶会、舞台合同発表会、総合展示会、

菊花展を開催した。 

顕賞式の開催 2/14 

あえりあ遠野 

教育文化特別賞等を57個人、24団体に

授与した。 
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出席者370名 

広報活動 ホームページ等

による情報発信 
随時 

ホームページやフェイスブックを制作し

て情報発信を行った。 

広報発行 2回 全戸配布を行った。 

国
際
交
流
事
業

国際理解事業 国際理解講座 
「もっと知りたい 
！ 世 界 の あ れ こ
れ！」 

4/22 、 5/23 、
6/19、8/22、
10/21、12/15、 
2/26 
市民センター 

 青年海外協力協会（ＪＯＣＡ）との共催

事業。AUボランティアや協力隊ＯＢを講師

に、自国や派遣国の歴史、文化、隊員活動

等の紹介を行った。 
延べ参加者 153名 

キッズワールドク
ラブ 
①アップルコース 

 

6/7、7/12、8/2、
9/13、10/4 
11/8 

 子供向けの英語教室。歌やダンス、ゲー
ムを通じて楽しく英語を教えた。 
・4、5歳児対象(17名) 

②ストロベリーこ
コース 

6/9、7/7、8/4、
9/1、10/20 
11/10 

・小学校1、2年生対象(20名) 

③フラワーコース 

④スターコース

合同クリスマス 
・パーティー 

6/5、7/3、8/7、
9/4、10/2 
11/6、 
6/8、7/13、8/3、
9/14、10/5、
11/9 
12/7 

・小学校3～4年生対象(13名) 

・小学校5～6年生対象(7名) 

・参加者数 52名 

ボランティア通
訳・翻訳事業 

随時 遠野を訪れる外国人に、より深く遠野を
理解してもらう為に、ボランティアによる
通訳や翻訳を行っている。（実績無し） 

遠野 de日本文化
体験事業(試行) 

10月中旬～ 
11月 30日 

来遠外国人に対し、日本文化や遠野文化

を体験するメニューを提供することによ

り、遠野を訪れる外国人の増加を狙うとと

もに、市民が外国人と交流を図る機会を作

る目的で試行した。 
４か国、延べ16名の外国人が体験した。 

在住外国人支援
事業 

日本語教室 ４月～２月 
月２回 
市民センター 

 在住外国人支援の一つとしての活動。ボ
ランティアが学習支援を行うとともに、地
域住民と在住外国人とのかけはしとなるこ
とを目指し、開催した。 
学習者３名、日本語ボランティア５名 

中学生海外派遣
交流事業 

中学生海外派遣
交流事業 

1/9～1/19 
ｱﾒﾘｶ・ﾃﾈｼｰ
州・ﾁｬﾀﾇｰｶﾞ市 

アメリカ チャタヌーガ市 CSLA 校へ中学
生を派遣。生徒9名、引率3名。 
事前研修を6回開催。 

派遣生選考委員
会 

8/8、8/24 選考委員 4名 

結団式 1/6 
あえりあ遠野 

参加者 約45名 

報告会 2/6 
あえりあ遠野 

アメリカ チャタヌーガ市 CSLA 校への派
遣生徒9名、引率3名が報告を行った。 
参加者 約70名 
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姉妹都市交流事
業 

姉妹都市締結 30
周年記念事業 
サレルノ訪問ツ
アー 

6/25～7/2 姉妹都市締結30周年を記念して、市民等
からの応募者51名でサレルノ訪問団を組織
してA～Cの３つのコース別にサレルノ市及
びイタリアを訪れ、交流を深めた。 

姉妹都市交流 30
周年を祝う会並
びにサレルノ訪
問団報告会 

8/5 
あえりあ遠野 

参加者数 108名 

生
涯
学
習
事
業

生涯学習のまち
づくり推進事業 

生涯学習講座 4/19 ・まちづくり理解講座「遠野のまちを知ろ
う編」 

6/18、6/20、
6/26、6/27 

・パソコン講座「超初級編」全４回 

7/9、10/29、
12/17、3/18 

・アロマテラピー講座 

7/23 ・芸術文化講座「茶道入門編」 

7/24、7/25、
7/31、8/1 

・パソコン講座「エクセル初級編」全４回 

9/7 ・「男のイタリアン」教室 

9/18、9/19、
9/25、9/26 

・ＩＴ講座「ワード初級編」全４回 

9/27 ・「遠野植物物語～荒川高原編」 

10/3 ・復活まぼろしの野菜を食す 

10/3 ・「遠野遺産巡り」 

10/8、10/9 ・IT講座「団体事務の実践編」 

10/16、10/17 
10/23、10/24 

・ＩＴ講座「エクセル中級編」全４回 

11/27、11/28 
12/4、12/5 

・ＩＴ講座「年賀状編」全４回 

11/29 ・オリジナルカレンダー作り講座 

12/11,12/18 ・押絵教室 

2/15 ・ファンタジーの舞台裏見せます 

2/24、2/25 
2/27 、 3/2 、
3/4、3/6 

・簡単「おもてなし英語」 

マナビィクラブ 随時 ・市民が行う各種講座運営を支援した。 
・完成作品を市民芸術祭に展示した。 

ＰＲ活動 随時 ・毎月、広報とおの「学びのいずみ」に生
涯学習講座等の募集を掲載した。 

青少年活動サポ
ート事業 

財団活動サポー
ター研修会 

5/24 財団活動を安全にサポートするため、安
全の心得や救急救命講習を行った。 
参加者９名 

少年少女ふるさ
と発見探偵団 

5/31、7/5 
8/9～10、9/6、
12/20、1/24 

活動を通して児童同士の交流と郷土の魅
力発見に取り組んだ。 
団員数29名 

少年少女囲碁・将
棋教室 

6/7 、 7/19 、
8/2 、 10/4 、
11/29、12/20、
1/17 

受講児童数26名 

少年少女囲碁・将
棋教室・大会 

2/28 
市民センター 

参加児童数26名 

社会教育団体活
動支援 

遠野ユネスコ協会の事業を推進するた
め、協会の事務支援を行った。 
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芸
術
振
興
事
業

公演事業 狂 言 風 オ ペ ラ
2014 モーツァル
ト「ドン・ジョヴ
ァンニ」遠野公演 

4/28 

市民センター 

入場者数755名 

ドイツ・カンマー
フィルハーモニ
ーブレーメン管
楽ゾリステンメ
ンバーによる市
内高校吹奏楽部
生徒の管楽器ク
リニック 

4/29 
あえりあ遠野 

参加者18名 

岩手県青少年劇

場 

6/30 
市民センター 
みやもりホー
ル 

市民センター入場者数 598名 
みやもりホール入場者数 137名 

栗コーダーカル

テット公演 

7/21 
みやもりホー
ル 

入場者数266名 

遠野市民芸術祭 第９回遠野市民

芸術祭合同茶会 

10/19 
市民センター 

参加者数 405名 

第９回遠野市民

芸術祭舞台合同

発表会・総合展示

会・菊花展 

11/1～11/2 
市民センター 
あえりあ遠野 

入場者数 2,210名 

遠野少年少女合

唱隊 

遠野少年少女合

唱隊ミニコンサ

ート 

4/29 
アクティ内 

参加隊員数13名 

遠野少年少女合

唱隊入隊式 

5/10 
市民センター 

出席者数30名(父兄等含む) 

復興支援ありが

とうコンサート 

9/28 
中尊寺 

参加隊員 14名 

遠野少年少女合

唱隊第 25回発表

会 

11/15 
あえりあ遠野 

来場者数 122 名 

遠野市民センタ

ーバレエスタジ

オ 

遠野市民センタ

ーバレエスタジ

オ入所式 

5/10 
市民センター 

出席者数35名(父兄等含む) 

遠野市民センタ

ーバレエスタジ

オ第37回発表会 

11/23 
市民センター 

入場者数 451名 

市民の舞台遠野
物語ファンタジ
ー 

第 40 回市民の舞

台遠野物語ファ

ンタジー旗揚げ

会 

12/2 
あえりあ遠野 

参加者数 110名 

第 40 回市民の舞

台遠野物語ファ

ンタジー公演、打

ち上げ会 

2/21、2/22 
市民センター 
あえりあ遠野 

入場者数2,125名 
キャスト・スタッフ350名 

打ち上げ会参加者300名 

40 周年記念式典
並びに祝賀会 

3/22 
あえりあ遠野 

ファンタジー関係者 約 150名 
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会

議

等

監査 5/12 
市民センター 

事業報告及び収支決算を監査 
出席者 監事２名 財団職員３名 

理
事
会
・ 
評
議
員
会 

第１回理事会 5/14 
市民センター 

・理事長、副理事長及び常務理事の職務の
執行状況について(報告) 

・第 42 年次（平成 25 年度）事業報告及び
収支決算並びに公益目的支出計画実施報
告書について 

・第 43 年次（平成 26 年度）補正予算（第
１号）について 

・顕賞委員の選任について 
第 1回評議員会 5/21 

遠野市民セン
ター 

・第 43 年次（平成 26 年度）補正予算（第
１号）について（報告） 

・第 42 年次（平成 25 年度）事業報告及び
収支決算並びに公益目的支出計画実施報
告書について 

・一般財団法人遠野市教育文化振興財団役
員の選任について 

第２回理事会 5/22 
遠野市民セン
ター 

・理事長の互選について 
・副理事長及び常務理事の互選について 

第３回理事会 10/22 
遠野市民セン
ター 

・理事長、副理事長及び常務理事の職務の
執行状況について(報告) 

・給与規則の一部改正について 
・第 43 年次（平成 26 年度）補正予算（第
２号）について 

第４回理事会 1/15 
遠野市民セン
ター 

・第 43 年次（平成 26 年度）補正予算（第
３号）について 

・平成 26 年度(第 41 回)遠野市教育文化振
興財団被顕賞者の決定について 

・平成26年度(第 41回)顕賞式について 
第５回理事会 3/25 

市民センター 
・一般財団法人遠野市教育文化振興財団定

款の変更について 

・一般財団法人遠野市教育文化振興財団顕

賞規程の一部改正について 

・一般財団法人遠野市教育文化振興財団顕

賞基準の一部改正について 

・遠野市民文化賞・教育文化奨励賞被表彰

者推薦要領の一部改正について 

・一般財団法人遠野市教育文化振興財団貢

献賞規程の制定について 

・市民文化賞等受賞者等に対する弔慰規程

の制定について 

・受託契約の締結について 

・第 44 年次（平成 26 年度）事業計画及び

収支予算について 

・財団経営ビジョンについて 

・書籍販売について 

そ
の
他
会
議
等 

平成26年度辞令交付式 4/1 
市民センター 

・正副理事長、理事１名が立会 
事務局職員８名 

サレルノ訪問ツアー事務局会
議 

4/9 ９名出席 
公式訪問等の内容について協議 

サレルノ訪問ツアー募集説明
会 

4/23 
市民センター 

32名参加 
 サレルノの魅力とオプショナルツアー及
びイタリア各コースについて 
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ＳＬ停車場プロジェクト推進
委員会議 

4/25 
あすもあ遠野 

市が実施するプロジェクトの推進委員と
して理事長が出席。 

サレルノ訪問ツアー第 5 回実
行委員会 

6/3 
市民センター 

出席委員 ９名 
ツアーコース及びチャーター便等に係る

方針変更等について協議 
サレルノ訪問ツアー説明会 6/5 

市民センター 
30名参加 
訪問団に対する最終説明について 

会

議

等

サレルノ訪問ツアー事務局会
議 

6/16 ７名出席 
公式訪問等最終確認について 

サレルノ訪問ツアー結団式 6/17 
市民センター 

出席者数61名 
 姉妹都市締結の歴史・公式行事等につい
て 

そ
の
他
会
議
等 

三役会議 7/17 ・姉妹都市交流30周年を祝う会並びにサレ
ルノ訪問ツアー報告会について 

・中学生海外派遣事業に係る中学生の選考
方法について 

・顕賞基準の見直し(案)について 
三セク等経営円卓懇話会 8/29 有期的連携について 

第１回顕賞委員会 9/3 
市民センター 

出席委員５名 

第２回顕賞委員会 10/2 
市民センター 

出席委員５名 

平成27年度予算編成方針等関
係団体説明会 

10/9 
とぴあ庁舎 

市から平成27年度予算編成に向けての取り
組みに対する説明があった。 

第３回顕賞委員会 10/23 
市民センター 

出席委員４名 

三役会議 11/19 ・中学生海外派遣事業の実施について 
・職員採用に係る基本方針について 

ＳＬ停車場プロジェクト推進
委員会議 

12/16 
あすもあ遠野 

市が実施するプロジェクトの推進委員と
して理事長が出席。 

第４回顕賞委員会 1/8 
市民センター 

出席委員５名 

第５回顕賞委員会 3/2 
市民センター 

出席委員４名 

財団職員採用二次試験 3/8 
あえりあ遠野 

一次試験(書類選考)合格者２名が受験し
た。 
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（単位:円）

貸借対照表
平成27年 3月31日現在

科 目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 15,288,248 17,259,413  △     1,971,165 

販 売 用 書 籍 2,652,750 2,709,550  △ 56,800 

未 収 金 0 2,668,500  △     2,668,500 

流動資産合計 17,940,998 22,637,463  △     4,696,465 

２．固定資産

(1) 基本財産

定 期 預 金 10,000,000 10,000,000 0 

投 資 有 価 証 券 120,032,740 120,782,550  △ 749,810 

基本財産合計 130,032,740 130,782,550  △ 749,810 

固定資産合計 130,032,740 130,782,550  △ 749,810 

資産合計 147,973,738 153,420,013  △     5,446,275 

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未 払 金 1,552,188 2,953,292  △     1,401,104 

仮 受 金 882,930 428,994 453,936 

預 り 金 27,300 43,600  △ 16,300 

預 り 源 泉 26,720 36,962  △ 10,242 

流動負債合計 2,489,138 3,462,848  △ 973,710 

負債合計 2,489,138 3,462,848  △ 973,710 

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0 

２．一般正味財産 145,484,600 149,957,165  △     4,472,565 

（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ） (△    18,480,818) (△    17,731,008) (△ 749,810)

正味財産合計 145,484,600 149,957,165  △     4,472,565 

負債及び正味財産合計 147,973,738 153,420,013  △     5,446,275 
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（単位:円）

正味財産増減計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科 目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

基 本 財 産 運 用 益 [ 742,269] [ 4,298] [ 737,971]

基 本 財 産 運 用 益 742,269 4,298 737,971 

受 託 収 益 [ 35,739,870] [ 1,791,006] [ 33,948,864]

遠 野 市 受 託 事 業 35,739,870 1,791,006 33,948,864 

事 業 収 益 [ 810,311] [ 38,800] [ 771,511]

事 業 収 益 810,311 38,800 771,511 

受 取 補 助 金 等 [ 102,500] [ 2,723,500] [△     2,621,000]

受 取 地 方 補 助 金 2,500 2,668,500  △     2,666,000 

受 取 民 間 助 成 金 100,000 55,000 45,000 

受 取 負 担 金 [ 738,576] [ 21,888] [ 716,688]

受 取 負 担 金 738,576 21,888 716,688 

受 取 寄 付 金 [ 150,622] [ 0] [ 150,622]

受 取 寄 付 金 150,622 0 150,622 

雑 収 益 [ 83,972] [ 11,950] [ 72,022]

受 取 利 息 7,961 0 7,961 

雑 収 益 76,011 11,950 64,061 

経常収益計 38,368,120 4,591,442 33,776,678 

(2) 経常費用

事 業 費 [ 40,162,569] [ 6,199,624] [ 33,962,945]

給 料 手 当 ( 14,343,112) ( 1,681,405) ( 12,661,707)

給 料 手 当 12,979,554 0 12,979,554 

時 間 外 手 当 822,558 0 822,558 

通 勤 手 当 435,000 0 435,000 

住 居 手 当 106,000 0 106,000 

法 定 福 利 費 2,302,063 314,545 1,987,518 

福 利 厚 生 費 49,995 39,298 10,697 

食 料 費 221,819 4,904 216,915 

広 告 費 86,400 0 86,400 

旅 費 交 通 費 4,832,602  △ 67,350 4,899,952 

通 信 運 搬 費 380,816 121,675 259,141 

使 用 料 274,644 306 274,338 

支 払 手 数 料 104,620 0 104,620 

販 売 図 書 原 価 56,800 0 56,800 

消 耗 品 費 2,087,649 329,237 1,758,412 

交 際 費 9,990 0 9,990 

印 刷 製 本 費 1,267,368 3,356,871  △     2,089,503 

燃 料 費 74,953 14,380 60,573 

賃 借 料 2,053,258 289,506 1,763,752 

保 険 料 270,656 40,300 230,356 

諸 謝 金 1,631,154 74,547 1,556,607 

租 税 公 課 1,612 0 1,612 

支 払 負 担 金 729,000 0 729,000 

支 払 助 成 金 129,160 0 129,160 

委 託 費 9,254,898 0 9,254,898 

管 理 費 [ 1,928,306] [ 480,634] [ 1,447,672]

役 員 報 酬 268,000 0 268,000 

給 料 手 当 ( 0) ( 10,150) (△ 10,150)

法 定 福 利 費 0 1,898  △ 1,898 

福 利 厚 生 費 0 237  △ 237 

会 議 費 0 1,352  △ 1,352 

旅 費 交 通 費 104,460 88,200 16,260 
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科 目 当年度 前年度 増  減

通 信 運 搬 費 7,234 390 6,844 

使 用 料 246,160 227,250 18,910 

支 払 手 数 料 47,326 7,704 39,622 

備 品 購 入 費 102,384 0 102,384 

消 耗 品 費 244,352 53,053 191,299 

交 際 費 30,200 4,000 26,200 

印 刷 製 本 費 8,100 0 8,100 

諸 会 費 34,000 0 34,000 

工 事 費 46,440 0 46,440 

委 託 料 0 16,800  △ 16,800 

顧 問 料 583,200 63,000 520,200 

研 修 費 16,250 0 16,250 

諸 謝 金 0 6,000  △ 6,000 

租 税 公 課 180,200 600 179,600 

支 払 負 担 金 10,000 0 10,000 

経常費用計 42,090,875 6,680,258 35,410,617 

評価損益等調整前当期経常増減額  △     3,722,755  △     2,088,816  △     1,633,939 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 益 等 [△ 749,810] [△ 101,630] [△ 648,180]

投 資 有 価 証 券 評 価 損 益 等 △ 749,810  △ 101,630  △ 648,180 

評価損益等計  △ 749,810  △ 101,630  △ 648,180 

当期経常増減額  △     4,472,565  △     2,190,446  △     2,282,119 

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額  △     4,472,565  △     2,190,446  △     2,282,119 

一般正味財産期首残高 149,957,165 152,147,611  △     2,190,446 

一般正味財産期末残高 145,484,600 149,957,165  △     4,472,565 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 0 0 0 

指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 145,484,600 149,957,165  △     4,472,565 
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（単位:円）

収支計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科 目 予算額 決算額 差  異

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 [ 756,000] [ 742,269] [ 13,731]

基 本 財 産 運 用 収 入 756,000 742,269 13,731 

受 託 収 入 [ 36,622,800] [ 36,622,800] [ 0]

遠 野 市 受 託 事 業 収 入 36,622,800 36,622,800 0 

事 業 収 入 [ 413,000] [ 810,311] [△ 397,311]

事 業 収 入 413,000 810,311  △ 397,311 

補 助 金 等 収 入 [ 0] [ 102,500] [△ 102,500]

地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 2,500  △ 2,500 

民 間 助 成 金 収 入 0 100,000  △ 100,000 

負 担 金 収 入 [ 1,078,000] [ 738,576] [ 339,424]

負 担 金 収 入 1,078,000 738,576 339,424 

寄 付 金 収 入 [ 50,000] [ 150,622] [△ 100,622]

寄 付 金 収 入 50,000 150,622  △ 100,622 

雑 収 入 [ 1,000] [ 13,231] [△ 12,231]

受 取 利 息 収 入 0 6,349  △ 6,349 

雑 収 入 1,000 6,882  △ 5,882 

そ の 他 の 事 業 活 動 収 入 [ 0] [ 1,409,372] [△     1,409,372]

そ の 他 の 事 業 活 動 収 入 0 1,409,372  △     1,409,372 

事業活動収入計 38,920,800 40,589,681  △     1,668,881 

２．事業活動支出

事 業 費 支 出 [ 43,152,934] [ 21,913,772] [ 21,239,162]

給 料 手 当 支 出 ( 15,378,124) (△ 39,097) ( 15,417,221)

給 料 手 当 支 出 13,425,702  △ 39,097 13,464,799 

時 間 外 手 当 支 出 837,154 0 837,154 

通 勤 手 当 支 出 506,940 0 506,940 

扶 養 手 当 支 出 286,272 0 286,272 

住 居 手 当 支 出 322,056 0 322,056 

法 定 福 利 支 出 2,269,302 2,161,821 107,481 

福 利 厚 生 費 支 出 81,508 49,995 31,513 

食 料 費 支 出 240,500 221,819 18,681 

広 告 費 支 出 131,000 86,400 44,600 

旅 費 交 通 費 支 出 5,921,500 4,832,602 1,088,898 

通 信 運 搬 費 支 出 491,000 351,470 139,530 

使 用 料 支 出 476,000 274,644 201,356 

支 払 手 数 料 支 出 121,000 104,620 16,380 

販 売 図 書 原 価 支 出 57,000 0 57,000 

消 耗 品 費 支 出 2,057,000 1,150,190 906,810 

交 際 費 支 出 10,000 9,990 10 

印 刷 製 本 費 支 出 1,301,000 1,097,268 203,732 

燃 料 費 支 出 90,000 69,283 20,717 

賃 借 料 支 出 2,161,000 1,851,779 309,221 

保 険 料 支 出 344,000 258,276 85,724 

諸 謝 金 支 出 1,754,000 219,654 1,534,346 

負 担 金 支 出 729,000 729,000 0 

助 成 金 支 出 140,000 129,160 10,840 

委 託 費 支 出 9,350,000 8,354,898 995,102 

雑 支 出 50,000 0 50,000 

管 理 費 支 出 [ 2,675,066] [ 3,549,154] [△ 874,088]

役 員 報 酬 支 出 348,000 88,000 260,000 

給 料 手 当 支 出 ( 90,876) ( 1,856,360) (△     1,765,484)

給 料 手 当 支 出 80,298 0 80,298 

時 間 外 手 当 支 出 3,846 0 3,846 
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科 目 予算額 決算額 差  異

通 勤 手 当 支 出 3,060 0 3,060 

扶 養 手 当 支 出 1,728 0 1,728 

住 居 手 当 支 出 1,944 0 1,944 

法 定 福 利 支 出 13,698 0 13,698 

福 利 厚 生 費 支 出 492 0 492 

会 議 費 支 出 15,000 0 15,000 

旅 費 交 通 費 支 出 137,000 104,460 32,540 

通 信 運 搬 費 支 出 45,000 7,234 37,766 

使 用 料 支 出 353,000 192,160 160,840 

支 払 手 数 料 支 出 66,000 45,814 20,186 

備 品 購 入 費 支 出 140,000 102,384 37,616 

消 耗 品 費 支 出 340,000 244,352 95,648 

交 際 費 支 出 31,000 30,200 800 

印 刷 製 本 費 支 出 20,000 8,100 11,900 

諸 会 費 支 出 34,000 34,000 0 

工 事 費 支 出 50,000 46,440 3,560 

顧 問 料 支 出 584,000 583,200 800 

研 修 費 支 出 17,000 16,250 750 

租 税 公 課 支 出 330,000 180,200 149,800 

負 担 金 支 出 10,000 10,000 0 

雑 支 出 50,000 0 50,000 

そ の 他 の 事 業 活 動 支 出 [ 0] [ 17,097,920] [△    17,097,920]

そ の 他 の 事 業 活 動 支 出 0 17,097,920  △    17,097,920 

事業活動支出計 45,828,000 42,560,846 3,267,154 

事業活動収支差額  △     6,907,200  △     1,971,165  △     4,936,035 

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 0 0 0 

２．投資活動支出

投資活動支出計 0 0 0 

投資活動収支差額 0 0 0 

Ⅲ　財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0 

２．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0 

財務活動収支差額 0 0 0 

当期収支差額  △     6,907,200  △     1,971,165  △     4,936,035 

前期繰越収支差額 0 17,259,413  △    17,259,413 

次期繰越収支差額  △     6,907,200 15,288,248  △    22,195,448 
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（単位:円）

財産目録
平成27年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額

(流動資産)

預金 普通預金 15,288,248

  岩手銀行（0257314 15,288,248

  ）運用

販売用書籍 2,652,750

  遠野史叢 16,150

  早池峰山妙泉寺 714,400

  山奈宗真 222,600

  遠野人工藤千蔵 1,699,600

流動資産合計 17,940,998

(固定資産)

基本財産

定期預金 10,000,000

  定期預金（普及啓 10,000,000

  発）

投資有価証券 120,032,740

  8月号投資信託（ 3,101,240

  日興公社債投資）

  第3回投資信託（ 1,800,000

  野村公社債投資）

  第6回投資信託（ 5,003,500

  野村公社債投資）

  第9回投資信託（ 10,004,000

  野村公社債投資）

  9月号投資信託（ 10,003,000

  日興公社債投資）

  第4回投資信託（ 10,007,000

  野村公社債投資）

  大阪府債（5年） 20,012,000

  兵庫県債（10年） 60,102,000

固定資産合計 130,032,740

資産合計 147,973,738

(流動負債)

未払金 1,552,188

仮受金 882,930

預り金 27,300

預り源泉 26,720

流動負債合計 2,489,138

負債合計 2,489,138

正味財産 145,484,600
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財務諸表に対する注記（一般財団法人遠野市教育文化振興財団） 

１. 継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

２．重要な会計方針 

  公益法人会計基準（平成20年４月11日（平成21年10月16日改正）内閣府公益認

定等委員会）を採用した。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法 

   満期保有有価証券は償却原価法（定額法） 

（２） リース取引の処理方法 

リース総額300万円未満のリース契約については、賃貸借取引として会計

処理を行う。 

（３） 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

３．会計方針の変更 

該当なし 

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

定期預金 

有価証券 

備品 

10,000,000 

120,782,550 

0 

0 

0 

0 

0 

△749,810 

0 

10,000,000 

120,032,740 

0 

合  計 130,782,550 0 △749,810 130,032,740 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 当期末残高 

(うち指定正味

財産からの充

当額) 

(うち一般正味

財産からの充

当額) 

(うち負債に対

応する額) 

基本財産 

定期預金 10,000,000 10,000,000 0 
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有価証券 120,032,740 120,032,740 0 

合  計 130,032,740 0 130,032,740 0 

６.満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

  (単位：円) 

科目 帳簿価額 時価 評価損益 

８月号投資信託（日興公社債投資） 3,100,000 3,101,240 1,240 

第３回投資信託（野村公社債投資） 1,800,000 1,800,000 0 

第６回投資信託（野村公社債投資） 5,000,000 5,003,500 3,500 

第９回投資信託（野村公社債投資） 10,000,000 10,004,000 4,000 

９月号投資信託（日興公社債投資） 10,000,000 10,003,000 3,000 

第４回投資信託（野村公社債投資） 10,000,000 10,007,000 7,000 

大阪府公募公債（５年） 20,000,000 20,012,000 12,000 

兵庫県平成１７年度第３回公募公債 60,000,000 60,102,000 102,000 

合 計 119,900,000 120,032,740 132,740 

（注１）時価は取扱証券会社から提供された時価情報で算定している。 

７．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

該当なし 

８．保証債務等の偶発債務 

  該当なし 
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収支計算書に対する注記（一般財団法人遠野市教育文化振興財団） 

１. 資金の範囲には、現金預金、未収金、立替金、仮払金、未払金、前受金、預り

金を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記２に記載するとおりである。 

２. 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

（単位：円） 

科  目 前期末残高 当期末残高 

現金預金 

未収金 

17,259,413 

2,668,500 

15,288,248 

0 

合  計 (a) 19,927,913 15,288,248 

未払金 

前受金 

仮払金 

預り金 

預かり源泉 

2,953,292 

0 

428,994 

43,600 

36,962 

1,553,172 

0 

882,930 

27,300 

26,720 

合  計 (b) 3,462,848 2,490,122 

次期繰越収支差額 (a-b) 16,465,065 12,798,126 

３. 科目間の流用について

（単位：円） 

科 目 予算額 科目間流用額 流用後予算額 
管理費 消耗品費 340,000 △160,000 180,000 

管理費 顧問料 425,000 160,000 585,000 

国際交流事業 諸謝金 452,000 △36,000 416,000 

国際交流事業 旅費交通費 96,000 36,000 132,000 

芸術振興事業 食料費 20,000 △10,000 10,000 

芸術振興事業 旅費交通費 0 10,000 10,000 

中学生海外派遣交流事業 旅費交通費 4,090,000 △1,500 4,088,500 

中学生海外派遣交流事業 食料費 0 1,500 1,500 

顕賞事業 印刷製本費 348,000 △75,000 273,000 

顕賞事業 諸謝金 50,000 75,000 125,000 

顕賞事業 印刷製本費 348,000 △10,000 338,000 

顕賞事業 旅費交通費 0 10,000 10,000 

管理費 旅費交通費 204,000 △17,000 187,000 

管理費 研修費 0 17,000 17,000 

管理費 租税公課 340,000 △10,000 330,000 

管理費 負担金 0 10,000 10,000 

国際理解事業 諸謝金 488,000 △50,000 438,000 

国際理解事業 旅費交通費 101,000 50,000 151,000 

少年少女育成事業 使用料 360,000 △150,000 210,000 

少年少女育成事業 消耗品費 73,000 150,000 223,000 

生涯学習講座事業 使用料 234,000 △188,000 46,000 
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生涯学習講座事業 消耗品費 190,000 188,000 378,000 

生涯学習講座事業 旅費交通費 75,000 △9,000 66,000 

生涯学習講座事業 消耗品費 190,000 9,000 199,000 

生涯学習講座事業 諸謝金 432,000 △171,000 261,000 

生涯学習講座事業 印刷製本費 0 171,000 171,000 

顕賞事業 通信運搬費 50,000 △13,000 37,000 

顕賞事業 委託料 0 13,000 13,000 

顕賞事業 消耗品費 171,000 △13,000 158,000 

顕賞事業 支払手数料 0 13,000 13,000 

顕賞事業 諸謝金 125,000 △30,000 95,000 

顕賞事業 委託料 13,000 20,000 33,000 

顕賞事業 印刷製本費 353,000 10,000 363,000 

顕賞事業 通信運搬費 50,000 △6,000 44,000 

顕賞事業 使用料 0 6,000 6,000 

青少年劇場 旅費交通費 10,000 △1,000 9,000 

青少年劇場 消耗品費 10,000 1,000 11,000 

青少年劇場 食料費 10,000 △5,000 5,000 

青少年劇場 消耗品費 10,000 5,000 15,000 

青少年劇場 支払手数料 52,000 △7,000 45,000 

青少年劇場 消耗品費 10,000 7,000 17,000 

青少年劇場 使用料 97,000 △32,000 65,000 

青少年劇場 消耗品費 10,000 32,000 42,000 

管理費 旅費交通費 187,000 △11,000 176,000 

管理費 交際費 20,000 11,000 31,000 

青少年劇場 使用料 98,000 △1,000 97,000 

青少年劇場 通信運搬費 0 1,000 1,000 

バレエスタジオ 印刷製本費 299,000 △11,000 288,000 

バレエスタジオ 食料費 0 4,000 4,000 

バレエスタジオ 消耗品費 50,000 △7,000 57,000 

自主事業 諸謝金 13,000 △3,000 10,000 

自主事業 使用料 20,000 3,000 23,000 

事務費 賃借料 2,126,000 △58,000 2,068,000 

事務費 通信運搬費 8,000 3,000 11,000 

事務費 消耗品費 85,000 55,000 140,000 

少年少女育成事業 使用料 210,000 △8,000 202,000 

少年少女育成事業 通信運搬費 25,000 8,000 33,000 

生涯学習講座事業 使用料 250,000 △16,000 234,000 

生涯学習講座事業 消耗品費 174,000 16,000 190,000 

在住外国人支援事業 旅費交通費 15,000 △15,000 0 

姉妹都市交流事業 通信運搬費 76,000 15,000 91,000 

管理費 旅費交通費 187,000 △39,000 148,000 

管理費 顧問料 545,000 39,000 584,000 

少年少女育成事業 使用料 202,000 △68,000 134,000 

少年少女育成事業 消耗品費 127,000 68,000 195,000 

少年少女育成事業 保険料 39,000 △29,000 990 

少年少女育成事業 消耗品費 127,000 10,000 137,000 

自主事業 印刷製本費 186,000 △15,000 171,000 
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自主事業 消耗品費 20,000 15,000 35,000 

自主事業 通信運搬費 19,000 △1,000 18,000 

自主事業 消耗品費 20,000 1,000 21,000 

自主事業 支払手数料 40,000 △21,000 19,000 

自主事業 消耗品費 20,000 21,000 41,000 

少年少女育成事業 旅費交通費 5,000 △1,000 4,000 

少年少女育成事業 消耗品費 127,000 1,000 128,000 

顕賞事業 保険料 10,000 △5,000 5,000 

顕賞事業 支払手数料 13,000 5,000 18,000 

合唱隊 印刷製本費 100,000 △4,000 96,000 

合唱隊 諸謝金 480,000 4,000 484,000 

20


	役員名簿（最新）
	H26度事業報告(H26.4.1~H27.3.31)
	決算書
	財務諸表に対する注記（Ｈ26） 



